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第 3 章はレジン碍子の SF6用基礎特性に関するものである。エポキシ樹脂を SF6用絶縁体として使
用する場合の必要な諸条件とそれに合致した素地特性について考察し，加えてスペーサ形状の考え方
-368-
を数式的に説明した。また， 84kVないし550kV用絶縁スペーサについて電界解析を行ない，ガス圧対
せん絡電圧特性の実測とフィールド試験の結果より，最大電界の許容値を明確にした。
第 4 章はレジン碍子の屋外用基礎特性に関するものである。環状脂肪族型エポキシ樹脂など屋外用
レジン碍子材料について，著者の開発による強制漏洩電流試験法を適用し，食塩等の電解質を用いる
従来方式では期待しえなかった耐トラッキング材の優劣を区別し， 9 年間の長期にわたる屋外課電曝
露試験結果との相関性を確認した。これによって，屋外用レジン碍子の可能性を検討するとともに，
さらに，エポキシ樹脂の透水現象を究明し，製品設計上必要な最小肉厚の概念を提示した。また， 4 
本結構による屋外用 FRP 絶縁碍子について，力の解析と電気的・機械的特性を明らかにした。
第 5 章では，各章で得られた結言の要約とレジン碍子の今後の動向について総括した。
論文の審査結果の要旨
近年送電電力の大容量化の要請にともなって，送電電圧が上昇しているが，最大の課題は送電線の
絶縁用碍子の電気的・機械的特性の改善である。さらに SF6 などを用いた気体絶縁機器や送電路の屋
内碍子さらに超高圧送電線用の屋外碍子として樹脂碍子が登場し，その将来性が注目されている。本
論文はこのような要請の上に立って，実用磁器，樹脂碍子の広範囲にわたる電気的・機械的諸特性を
実験的に検討し，これに理論的考察を加えるとともに，それを碍子の特性改善，設計，試験法の確立
などに応用した結果をのべたものである。
本論文には多くの新知見が含まれているが，その代表的なものをあげると，
( i) 磁器碍子の乾燥せん絡電圧の従来の実験結果がぱらつくのは，湿度効果の補正が不適当なため
であることを明らかにし，新しい試験規格を提案，実施されるようにした。さらに，汚損時の絶縁破
壊に挽水用のシリコン・グリース塗布が悪い影響を及ぼすことをはじめて明らかにした。
( ii) フィールド・マッピングや計算機シミレーションによって，碍子の電位分布を求め，コンデン
サ・プッシング，気中絶縁用スペーサー碍子などの最適形状を理論的に導き，これを実用化した。
( iii) 複合荷重下の碍子の機械的特性を検討し，実用碍子の機械的破壊について，実験的に調べでい
る。
(iv) 樹脂碍子の長期劣化の最大の要因が吸水にあることを明らかにし，種々の樹脂碍子の吸水特性
を検討するとともに新しい耐トラッキング試験法を提案している。
以上のように本論文は，電気絶縁碍子の電気的・機械的特性の解明やその設計，試験法の改善に直
接貢献する多くの新知見を含んで、おり，電力工学上重要な貢献を与えるものである。よって，本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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